


















とよばれる寺子屋式のイスラーム教育 マドラサと呼ぶ場合 ここでは、マクタブのような類のものは周辺的な取り扱いとし、基本的には初等教育から高等教育までの、イスラーム教育あ いは一般教科をも施し得る教育課程を有し 課程修了後には独自の、あ いは公 な修了証に読み替えが可能な学位・修了証を授ける教育施設をマドラサという概念の中心に据えたい。　
このように、マドラサはイスラーム教育
を行うのみならず、一般教科も教える「学校（スクール） 」の側面も持って る。詳細は後述するが、実際にマドラサは子どもあるい 成人の学習者が、学びの場として
集う教育機関として機能していることがほとんどである。しか 、近年の南アジアにおけるマドラサをめぐる報道や言説をみた場合、必ずしも適切なイメージが形成されているとは言い難い。たとえば、マドラサをめぐる出来事には、周知のように パキスタンのマドラサが、ムジャーヒディ ン（聖戦士）を養成し、ソ連侵攻下のアフガニスタンに送ったという 実や 二〇〇七年にムシャラフ大統領による教育改革
に
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普通教育のコースに移ることも可能となっている。小学校レベルまではマドラサに通い、その後マドラサではない通常の中学校に編入するような事例も多く、そうしたコースをたどり、ＮＧＯ ディレクターや企業経営者 務めている者もいる。ただし、これは政府の財政支援（主として教員給与の九〇％）を受け アリアマドラサのみである。全国的にアリアマドラサはかなり増加傾向にあり、一九七〇年に一〇〇〇校程度だったものが二〇〇は七〇 校を超えるに至っている
。こ







1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
ベンガル語 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
英語 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
コーラン
6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
（アラビア語基礎）
数学 6 6 6 6 6 4 4 4 6 6
歴史 ― ― 6 6 ― 3 3 3 3 3
経済 ― ― ― ― ― ― ― ― 3 3
地理 ― ― ― ― ― 3 3 3 3 3
ハディース ― ― ― ― ― ― ― ― 6 6
アラビア語 ― ― ― ― 6 6 6 6 6 6
フィカ
― ― ― ― 6 6 6 6 3 3
（六信五行の基礎）
科学 ― ― ― 2 2 2 2 2 ― ―
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独立後、十年ほど、ムスリムのため 宗教学校であるマドラサの数そのもの わずかに増加してい ことを示すが、学ぶ生徒の数にさして変化はないことがわかる。　
カラムディ村には、歴史は浅いが













西部のラジシャヒ県に位置するカタルバリア村は、近くにあるラジシャヒ市というバングラデシュ第三の都市からバスで三〇分ほどの場所にある。ラジシャヒからの経済的影響は大きく、多くの人々が市と行き来をしている。こ 村が属しるプティア郡は九一年のデータで、村の数一八五村、人口一八万四八二六人（男・九万四七五〇人 女・九万〇〇 三人）宗教的内訳はムスリムが一四 七三二一人、ヒンドゥーが十万〇三七六人、キリスト教徒四三一人、仏教徒三人となってい
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る。ヒンドゥーは印パ分離から六〇年近
く経った現在、六・五％ほどになっているが、カタルバリア村をみてみると、ムスリム二三一二人（四九三世帯）とヒンドゥー七〇〇人（ 三五世帯）というように、二三％がヒンドゥーとなっており、本論における調査対象四村のうち最もヒンドゥーとムスリムの混住率が高い。またこのカタルバリア村のあるプティア郡は、後に述べるとおり、プティア王 いた名残であるヒンドゥーの寺院とラズバリ（王の家）がることで有名であるが、文化的にもヒンドゥー文化との混淆度 強い地域である。　
近郊農村ということもあり、学校教育へ
の依存度の方が高いことは容易に推測できた。インタビュー結果をみてもこの村では、東部二村に比較して、マクタブに行かせる段階から「マドラサへ」という選択は少なく、行かせる場合でも、 「遠かったので途中でやめてしまった」などの回答がある。特に将来 マドラサに入学させたい思っていたり、あ いは親がマドラサ出身で、 宗教的な意識を特にもつ場合を除けば、マクタブへは通わせないほうが一般的である。この村のプティア・ダキルマドラサは、最初のスタートが実質的には一九六二年であるらしいが、公式に 一九九五年に設立となってい その前身 マクタブ あり六七年までマクタブとして運営され 後六八年、 正式なマドラサとして「スクール」化されスタートした。 かし 九二年に旦閉鎖に追い込まれてしまった。そ 後、体勢を立て直して九五年、新たに ドラサ


























からみても僻地村落型の生活形態となっており、かなりの住民が農業または農業関連産業に携わることによる村落経済が成立している。また、この村からはブラフモンバリア市がローカルバスで九〇分の圏内 あるものの、大規模な経済圏をもっているわけではなく、あ 程度まとまった現金収入にアクセスしようとすればダッカある中東方面への出稼ぎとなってくる。実際ライフコース観 インタビューで、 「将来は出稼ぎをさせたい」と答えている親や自身が出稼ぎ経験をもつ世帯主も少なからずおり、この村がリモートな地域で こ
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とを窺わせ、域内循環型の農村経済が成立しているといえる。もしまとまった現金収入にアクセスしようとお えば、上記のように村内あるいは近隣の政府機関や学校への就職でも な 限り、主に国 外への出稼ぎが中心となる。　
ソイダバッド村にも九〇年代における

































られる寄付米 （マドラサ教師と生徒で消費）というように五つに分かれており、独立採算でこれだけの財源を確保できるのは村内外からの支持を集めているからこそであろう。また、マドラサは 宿制であるが、村内居住者は家庭から通う者が多いため寄宿しているのは五三五名中二四〇名（マドラサ教育課程一〇〇名 ハフェズ 五 、ヌラニシッカ九〇名）である。日頃は教室で寝泊まりし、午前五時になったらマドラサ併設のモスクからアザーン（礼拝時間を告知するための呼び け）が流れ、布団をたたみモスクに礼拝に行く。それから食事をし、六時半には授業が始まる 当然 ことながら一日五回のナマジは欠かさず行われ、近隣の村人もコウミマドラサのモスクで生徒と一緒に礼拝する。　
カリキュラムは約七〇％が宗教的な内




り、また村人の尊敬も集めている。それは単に観念的なものだけではな ことは、イードの際に寄付される牛皮革や米などが五〇〇名規模のマドラサを支えるに充分であることからも推察できる。またこのマドラサの校長はモオラナであるが、信仰心篤い村人たちにとっては、マドラサ デーオバンド系で も かわらずピール（聖者）という位置づけがなされており、 内の信望を集めている。　
以上のように数量データおよび村内での
聞き取り結果などをみる限りは、この村コウミマドラサが小学校の隆盛にかかわらず、強力な正統性を保持し続けてい というようにみえる。しかし、一方で、小学も増加してきており、初等教育拡充政策の影響が「直撃」したカラムディ村と住民意識の上でも符合することは多い である。また、マドラサの側では、マドラサの「近代化」 といわれて、 政府の提供するカリキュラムとの混合が促進されてい 一連の流れを警戒してもいる。しかしこうした隆盛を保っていられる要因はなんであろ か。　
まず、特色あるイスラーム教育によって

























あって、初等教育発展が問題 なっバングラデシュの中にあっては、ＥＦＡどが叫ばれる以前から、比較的早期に、学校教育 発展し きた。　
その要因として考えられる第一は、現金
収入の重要性である。イスラーム均分相続法のもとでは、長子相続によって広大な土地が保持されるわけではないので ある世代で広大な土地を所有することがあったとしても、世代を経るごとにその土地は細分化していき 数世代後にはもともとの土地は、耕作しても僅か 生産しかできないごく狭い土地に分割されてしまうことになる。もともとワハーブ運動はヒンドゥーの地主に対するムスリム農民の農民運動という性格も帯びて たため、この地域では厳格に適用すればするほど、土地は細分化が激しくなっていくと考えられる。 そ ため、個人はそこで米などの穀物を生産 たとしても、自家消費にまわすが、それも多くの
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具体的な金額は把握できなかったが村人からの寄付金も多く寄せられるという。建前上は政府の援助を受けるため、アリアマドラサの形態であるが、ハフェズコースも併設し、コウミマドラサ的な要素も持ち合わせているマドラサな である。むろんカリキュラムもアラビア語 書かれており、寄宿舎も完備している。一方、ガウシア・モニア・マド サ、ソイヨド・ボドゥルネサ・ＫＧマドラサはＦ．Ｋマドラサに比べ 、歴史が浅いため、比較できないく いに小規模であり、生徒数 少なく（それぞれ八二人、 八五人） 、 資金も潤沢とはいえ い。さらには建物も大変粗末な作りである。また、ＫＧマドラサは生徒から二〇
 tk
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ureau of Statistics （
1991 ）
　　
Sm
all A
rea A
tlas of B
angladesh.
（
30）
原
忠
彦（
東
京
外
国
語
大
学
教
授、
一
九
九
〇
年
ダ
ッ
カ
に
て
没
）
が
調
査
し
た
チ
ッ
タ
ゴ
ン
県
の
ゴ
ヒ
ラ
村
同
様、
こ
の
村
も
ま
た
改
革
復
古
主
義（
W
ahabiism
）
的
傾
向
の
強
い
ス
ン
ニ
ー
派
の
村
で
あ
る
が、
現
実
に
は
彼
ら
の
宗
教
と
ア
ラ
ブ・
ワ
ハ
ー
ビ
ズ
ム
と
の
関
係
は
あ
ま
り
な
い
と
い
っ
てよい。
（
31）
今
回
デ
ー
タ
が
あ
ま
り
に
大
き
い
た
め
掲
載
を
見
送
っ
た
が、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
コ
ウ
ミ
マ
ド
ラ
サ
の
一
―
一
二
年
までのカリキュラムの例は拙著に掲載している。
　
 日
下
部
達
哉（
二
〇
〇
七
）『
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
村
の
初
等
教育制度受容』東信堂、
pp.76-79.
（
32）
こ
の
デ
ー
タ
は
マ
ド
ラ
サ
教
師
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
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基づいているが、
郡教育事務所におけるインタビュー
で
は
五
〇
数
校
か
ら
七
〇
数
校
に
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
食
い
違
い
が
あ
る。
こ
れ
を
確
定
す
る
た
め
に
は
今
の
と
こ
ろ
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
し
か
な
い。
そ
れ
を
試
み
た
研
究
者
も
い
た
が、
あ
ま
り
に
時
間
が
必
要
な
た
め、
断
念
し
た
と
い
う。
そ
の
た
め
現
在
は
こ
の
食
い
違
っ
た
デ
ー
タ
を
掲
載
す
る
し
か
な
い
が、
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
とは事実として判断して良いだろう。
（
33）
村
内
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
れ
ば、
過
去
に
い
く
つ
か
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
入
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が、
こ
と
ご
と
く
失
敗したといわれていた。
（
34）原忠彦（一九六九）
「東パキスタン・チッタゴン地
区モスレム村落における
paribar 」『民族学研究』三四
巻三号、
p.255 ．
（
35）
ハ
フ
ェ
ズ
コ
ー
ス
と
は、
コ
ー
ラ
ン
を
暗
唱
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
コ
ー
ス
で、
お
お
む
ね
三
年
ほ
ど
で
課
程
を
終
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た。
コ
ー
ラ
ン
の
ス
テ
ッ
プ
毎
に、
マ
ド
ラ
サ
教
師（
フ
ズ
ー
ル
）
に
よ
る
試
験
に
合
格
し、
最
終
試
験
に
合
格
す
れ
ば
終
わ
り
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め、
中
に
は
五
年
ほ
ど
か
か
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
こ
とであった。
（
36）
実
は
こ
う
し
た
分
析
モ
デ
ル
は、
イ
ス
ラ
ー
ム
だ
け
で
は
な
く、
他
の
宗
教
を
普
及
す
る
際
に
も
考
察
が
可
能
で
あ
る。
チ
ッ
タ
ゴ
ン
県
に
お
け
る、
あ
る
十
五
世
帯
ほ
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
集
落
を
調
査
し
た
と
き、
宣
教
師
が
二
二
年
そ
こ
に
滞
在
し、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
集
落
を
改
宗
さ
せ
た
と
い
う。
そ
の
集
落
が
ま
だ
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
で
あ
っ
た
と
き、
人
々
は
村
の
古
木
を
信
仰
し
て
い
た
ら
し
い
が、
「
古
木
が
あ
な
た
方
の
生
活
を
救
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
っ
て、
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
た。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
進
め
る
う
ち
に、
宣
教
師
は、
ダ
ッ
カ
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
系
の
高
校
や
大
学
を
奨
学
金
付
き
で
通
う
こ
と
が
で
き、
卒
業
す
れ
ば
欧
米
あ
る
い
は
カ
ナ
ダ
の、
や
は
り
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
院
に
留
学
で
き
る
と
い
う
ラ
イ
フ
コ
ー
ス・
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た。
実
際
に
何
人
か
の
集
落
出
身
者
が
留
学
に
成功したという。
（
37）
マ
ド
ラ
サ
に
は
教
育
機
関
あ
る
い
は
宗
教
機
関
と
い
う
表
の
顔
が
あ
る
が、
そ
の
運
営
委
員
会
に
は
た
い
て
い
の
場
合、
政
治
家
や
企
業
家
も
入
る。
紙
幅
の
関
係
上
詳
述
で
き
な
い
が、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
マ
ド
ラ
サ
は、
学
校
教
育
同
様
に、
政治化（
politicization ）されている場所でもある。
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